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大野城まどかぴあ男女平等推進センターは、平成 25 年 4 月 6日（土）のリニューアルオープンに伴い、愛称を募集しました。 

アス+スカーラの造語で、アスは明日・未来の意味で、スカーラはイタリア語で、階段やはしごの意味。明日に向かって、みんなで 

1 歩づつ階段を上がっていくように男女平等を推進していきましょうという意味です。これからは、アスカーラと呼んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                              

 

 

 

 

 

▼ＣＯＮＴＥＮＴＳ▼ 

・事業レポート「親子と託児サポーターとの交流会」 

 ｢市民グループ活動支援事業 ネットワークセミナー 地域で参画していく力を学ぶ」 

・アスカーラ 講座・イベント案内 

・キッズルームでこんにちは 

・ご存知ですか？「7.8％」 

・相談室のご案内 

 ・ひとりごと 

 ・今月のアスカーラ     

アスカーラとは 

平成 27 年度 
まどか 

フェスティバル 
 

たくさんの笑顔を 

ありがとう 

 

11 月 7 日（土）大野城まどかぴあ 1 階ギャラリーモール特設会場にて 
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 お出かけするには気持ちの良い季節。今日は毎年恒

例の託児サポーター“ママ・ポケット”とまどかぴあ

の託児を利用＆利用予備軍の親子との交流会が行わ

れました。まどかぴあ 1階の多目的ホール前には、ベ

ビーカーがズラリ。受付あたりでは、場所見知りなの

か大声で泣いたり、中の様子をそっと覗く好奇心満々

の子どもたちで大賑わいでした。 

 

 

 会場でのお出迎えは、壁一面の SL マンに乗ったあ

んぱんまんファミリー。みんな大喜びで、壁のバタ子

さんに抱き

着く子もい

ました。 

託児サポー

タ ー “ マ

マ・ポケッ

ト”代表の

口田さんのご挨拶の後は、いよいよプログラム開始。

手遊びの♪いっぽんばし こちょこちょ♪では、ママ

にこちょこちょされてみんな大騒ぎ。上手にグーパー

グーパーできたら、次は♪むすんでひらいて♪です。 

まだママに抱っこ

されっぱなしのバ

ブちゃんから、ここ

ではおねえちゃん

格の５歳児さんま

で笑顔が弾けます。 

 大型絵本の読み語りでは、いつもよりずいぶん大き

な絵にびっくり。目を大きくして一生懸命聞いていま

した。サポーターの「お子さんをギュッてしてあげて

ください」の声にみんなでギュッ。ママに抱きしめら

れた子どもたちの嬉しそうな顔に『すね毛』の生えた

子どものママである私も、なにやら胸がほんわかと。 

 この後も、「とんとんとん、だれのお家？」のエプ

ロンシアターやふれあい体操と楽しいプログラムが

続きました。聞けば、この交流会を行うために、“マ

マ・ポケット”の皆さんは、何回も何回も準備や出し

物の練習のために集まられたとか。子どもたちの年齢

構成がばらばらなので、さぞかし演目のチョイスには

頭を悩まされ

たのでは？子

どもたちに喜

んでもらおう、

ママたちにゆ

っくり子ども

と遊んでもら

おうと、いろいろな工夫がされている素敵な催しにな

っていました。そうそう、二人以上の子どもを連れた

ママには“ママ・ポケット”のサポートという配慮も

ありました。下の子がいて、なかなか上の子にかまっ

てあげられないママも、この時間だけは、お兄ちゃん

やお姉ちゃんとゆっくり遊べたのではないでしょう

か。 

 

 

 手作り工作キットが参加者に配られ、「つくって遊

ぼう！」の始まりです。今日は、二つに繋げたティッ

シュの箱に、アンパンマンのイラストを貼ります。中

合わせにしたら、アンパンマンが隠れて、開いたら「ば

ぁ」と出てきます。子どもたちも小さな手で、一生懸

命、両面テープをはがしたり、はったり楽しそうです。

「出来上がる過程が興味深かったようで、完成したと

きは大喜び。工作なんてムリと思って、家ではさせな

かったけど、子

どもでもできる

ことをさせれば

いいんですよ

ね。」と話すママ

も。その発見が

子どもを大きく

するんだろうな。 

 最後はみんなで輪になって「にんげんっていいな」

を歌って踊りました。最初は泣いていたあの子もにっ

こり「バイバイ」と手を振っていました。ゆっくりと

した時間を楽しんで帰るママと子どもたちに「さよう

なら、またね」と声をかける”ママ・ポケット”の皆さ

んの優しい笑顔が、本当に素敵でした。 

（情報サポーター ありたん） 

親子と託児サポーターとの交流会 
日にち：10 月 5日（月） 

企画および運営： 

大野城まどかぴあ託児サポーター“ママ・ポケット” 
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あっという間に師走を迎え、今年もあとわずかとなりました。 

今年もアスカーラに足をお運びいただいたみなさん、ありがとうございました。 

よいお年をお迎えください。そして新年からもアスカーラをよろしくお願いします！ 
 

                                                  

                               

講座、イベント等のお申し込み・お問い合わせは 

★男女平等推進センター アスカーラ★ 
〒816-0934 大野城市曙町 2丁目 3番 1号   

TEL（092）586-4030  FAX（092）586-4031   

ホームページ http://www.madokapia.or.jp/ 
開館日時/月曜日～金曜日 9 時～19 時   土･日･祝日  9 時～17 時                   
閉 館 日/第 1・3水曜日  年末年始/12 月 28 日～1月 4 日 

 

右下のマークのある講座・ｲﾍﾞﾝﾄは 

託児 が利用できます。 

開催日の1週間前 までにお申し込み

ください。 

・1人 1回 300 円 

・10 か月～ 

小学校就学前まで 

 

日 時・会 場 内  容 講 師 と テーマ 

 

 

http://www.madokapia.or.jp/
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キッズルームで 
★こんにちは★ 

今月の元気キッズ！ 

 

 

うたかちゃん（8 か月）とけんしん君（3 歳

10か月）は初めてキッズルームに遊びに

来てくれました。電車や車が大好きなお

兄ちゃんの姿が見えないと泣いてしまう

うたちゃん。とっても仲良し     の兄

妹です(*^_^*) 

大きくなあれ❤ 

☀今月のお楽しみ情報☀ 

○12 月 1、8、15、22 日（火）10:30～ 
 担当：おひざでだっこ「おはなしのへや」 
ぴよぴよ（妊娠中・0歳児）第 1・3火曜 
よちよち（1・2歳児）    第 2・4 火曜 

 
○12 月 9 日（水）10：30～ 
担当：大野城市地域貸出文庫連絡協議会

○12 月 14 日（月）10:30～ 
 担当：HAND IN HAND 
 
※毎週木曜日 10：30～12：00 は、 
まどかぴあの託児でおなじみの託児サポ
ーター“ママ・ポケット”サポーターの
見守りがあります。 
 

 

 

 

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

ご
存
知 

で
す
か
? 

7.8 
 ％ 

 

    

日本経済新聞社が全国の都道府

県を対象に調査した 2015 年度の女

性管理職（課長相当職以上）の割合

は全国平均で 7.8％と前年度より 0.6

ポイント上昇した。最も高かったのは

東京都の 15.1％（昨年 14.9％）で鳥

取県の 12.9％（昨年 12.0％）がこれ

に続いた。前年度は、10％に達した

県は前述の2都県のみだったが、今

年度は富山県と神奈川県が 10％台

に乗せた。全国的に企画立案や予

算・管理を担う部門でも女性の活用

が進んでいる。都は 20 年までに課

長級以上の女性比率を 20％以上に

する目標を掲げる。鳥取県は慶応大

学の片山善博教授が総務部長や知

事時代に女性を積極的に登用した。 

 このほか、山形県は看護師や保健 

師などの技術職で課長初級ポストを

新設して女性を登用し、3.6 ポイント

高まった。14 年度、最も低かった山

口県は 4 年ぶりに部長級に女性を充

てるなど 2 ポイント上昇した。 

 女性が働きやすい環境を整えるた

め、知事が育児参加の必要性を訴え

る「※イクボス宣言」も広がっている。 

 湯崎英彦広島県知事をはじめ、今

年 8 月末までに 13 知事が宣言をし

た。首長や管理職が動けば影響は大

きく、鈴木英敬知事が 12 年に育休を

取得した三重県では、知事部局の男

性の育休取得率が 12 年度の約 5％

から 14 年度には約 16％に伸びた。 
※イクボス：男性の従業員や部下の育児参加

に理解のある経営者や上司のこと。仕事と

育児を両立しやすい環境の整備に努めるリ

ーダーのこと。 

＜利用時間＞ 
１０:００～１５:００ 

＜場  所＞ 
まどかぴあ３階  

 
※予約はいりません 
※参加料は無料です 
※未就学児が対象です 

※参考：日本経済新聞・日経グローカル 275 号 

     平成 27 年度内閣府男女共同参画白書 

大野城市の 

中学生が 

制作しました！ 

男女平等推進センターアスカーラでは、平成 26 年度より、男

女共同参画の視点を取り入れた「男女共同参画カルタ」の作製

に取り組んでいます。昨年は全国に募集し1229首の応募作品

の中から44首の『読み札』を決定しました。 

今年は『読み札』にあった『絵札』を大野城市立中学校の美術

部の皆さんに制作していただきました。いずれもクラブ活動の

仲間と力を合わせて描いた力作です。一人でも多くの方に見て

いただきたいと、原画展の開催を次のように決定しました。 

皆さん、どうぞお誘いあわせの上、お出かけください。 

  

 
日 程：平成 28年度 1月 7日（木）～17日（日） 

会 場：ギャラリーモール（まどかぴあ 1階） 
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私たちが暮らす「地域」には最近､昔は考えられな

かったような、新しく、難しい次のような課題が多く

出てきています。 

☆デート DV・高齢者や子どもなど多世代にみられ

る虐待、暴力 

☆外国人による犯罪 

☆PM2.5 などの環境汚染 

☆リーマンショック以降多くなった若者の貧困・ホ

ームレス 

☆日本語がわからなくて孤立する外国人との多文

化共生 

☆若者が加入しない地域コミュニティの崩壊 

などなど・・・。そこで、地域住民自身が、かかえて

いる課題を解決して、一人ひとりが地域と緩やかにつ

ながっていくにはどうしたらいいのかを考えること

が重要といえます。 

講師は、NPO 法人ふくおか NPO センター 代表の

古賀桃子さん。学生時代から地域コミュニティ活性化

の活動に携わっています。

今回は、［草の根から、社

会を描く。］を合言葉に、

日々NPO に関する相談

や研修に忙しく毎日を過

ごされている、古賀さん

と共に前述について考え

ました。 

まず、市民力から成り 

立つ NPO や地域のすて              

きな活動例の説明があ 

りました。 

実の親からの保護や養育を受けられない子どもた

ちを、愛情あふれる家庭環境で養育する活動をしてい

る子どもの村福岡（福岡市西区）。 

青色回転灯を装着した自動車を使用した地域巡回

型の防犯活動をしている、御笠青色パトロール隊（筑

紫野市御笠地区）。 

日本語教室やシェルターなどアジアの女性に寄り

添い、ともに歩む女性エンパワーメントセンター福岡

（福岡県内）。 

そのいきいきした活動の共通点は、 

○わかりやすさ（ネーミングで想像できる団体名、事

業名） 

○人を尊重する姿勢（みんながイキイキ笑顔） 

○マネジメント（適材適所） 

そして、いきいきした人の共通点は 

●心・・・仲間ありき（和） 

●技・・・学びありき（学習・研修） 

●体・・・身の丈ありき（時間も体も自己管理） 

だそうです。 

 次にグルー

プワークを実

施しました。

ワークの題は

「さまざまな

人が地域に参

画するために

出来ること」でした。各グループの話し合いは、マジ

ック片手に模造紙を前にずいぶん白熱していたよう

です。最後にグループで話し合ったことを発表し、そ

れぞれがいろいろな思いを胸に耳を傾けました。 

 

 

私がこの講座を取材して感じた事は…。「参画」は

「参加」とどう違うのでしょうか？ 参加が単に行動

を共にすることであるとすると、参画は自分から行動

を起こすことではないでしょうか？ まず一人ひとり

が誰かを誘い、疑問や課題について学習し、自分の出

来る範囲で活動することから始めたらよいのでは？

その先に、みんながイキイキと暮らす安全・安心な地

域が実現するのではないでしょうか？             

（情報サポーター 森） 

 

 

 

 

 

アスカーラ市民活動支援事業 

ネットワークセミナー 

「地域で参画していく力を学ぶ」 

日にち：10 月 31 日（土） 

講 師：古賀 桃子さん 

（NPO法人ふくおかNPOセンター 代表） 

柔軟なパワフルさ！ 

笑顔の素敵な古賀さん ＜NPO 法人ふくおか NPO センターとは…＞ 

NPOの設立・運営に関する相談や団体の広報 PR

の手伝いなどの「コンサルティング」、人材育成事

業の提案、NPO の企画力・専門性を活かした商品

の開発など「プロモ―ティング」を行う。最近で

は、企業や行政からの相談、研修依頼も増加し、

社会貢献活動や市民活動の充実を図る。 
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相談のご予約・お問合せは・・・ 

０９２－５８６－４０３５ 

 

 

 

 

☆大野城まどかぴあ 相談室のご案内  ☆ 

日 曜 予      定 

㉔ 

㉕

㉖

㉗

＜編集＞男女平等推進センター 情報サポーター     ＜発行＞大野城まどかぴあ男女平等推進センター アスカーラ 

〒816-0934  福岡県大野城市曙町 2-3-1  ホームページアドレス http://www.madokapia.or.jp/ 

ＴＥＬ／ 092（586）4030 ＦＡＸ／092（586）4031 相談専用電話／092（586）4035   

 

12 月の男女平等推進センター 

 

*ひとりごと*  近年、「ダークツーリズム」なる言葉

を耳にする。1990 年代に英国より広まったらしい。

戦争や災害、事件など歴史的に悲劇のあったゆかり

の地を巡り、人々の死を悼み、過去から教訓を学ぶ

旅のことである。物見遊山や買い物を楽しむそれと

は違い、心が重くなる場面も数多くあるのではない

かと思う。ヨーロッパや米国では一般的らしく、日

本でも最近専門誌が発売された。修学旅行で長崎や

広島を訪れるのもこれに類すると思う。 

そこで、元来旅好きな私は、来年の行動目標を一

つ思いついた。「福岡市周辺進駐軍接収建物巡り」で

ある。最初に訪れたいのが、大壕公園の北側に建っ

ている茶色いタイル貼りの西洋式建物。旧福岡地方

簡易保険局の庁舎である。ここは、1950 年代の朝鮮

戦争時代には野戦病院として、進駐 

軍に接収されていたと聞く。朝鮮戦 

争を題材とした映画の中に、何回か 

登場しているビルでもある。 

（情報サポーター 倉町 賢一郎）  

✱進駐軍・・・日本では太平洋戦争敗戦後、我が国 

へ進駐して来た連合軍のことを云う。占領軍と同 

意語で主に米軍を指す俗語                  

http://www.madokapia.or.jp/
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